
２００６年３月１日

東京都千代田区九段北１―１２―３
井門九段北ビル５階

社団法人 応用物理学会

会 長 榊 裕 之

第７１回定時総会開催案内

社 員 各 位

本会は第７１回定時総会を下記の要領で開催いたしますので，万障繰り合わせの上，ご出席くださいますよ

うお願い申し上げます．

定款によって，総会構成員（社員）は役員と代議員となっており，総会成立にはその過半数の出席を必要と

します．本総会では，会員にとって重要な意味を持ついくつかの議案の審議および報告が行われます．ぜひと

も総会に出席いただいて，本会の運営が滞りなく行えますようにご協力をお願いいたします．

やむをえず会場にお出かけいただけない場合は添付の委任状にご署名・捺印のうえ，２００６年３月９日（木）

正午までに本会に必着するようご返送ください（この場合も出席とみなされます．代理人欄は白紙でも差し支

えありませんが，ご指定される場合は，代理人は会場にお出かけいただいた総会構成員に限られます）．

理事会が総会に提出する議案等は下記のとおりです．詳細な資料は総会席上で出席者に配布いたします．な

お，同一資料は３月１０日頃にホームページにも掲載されますので，事前にご一読ください．

本会のホームページ：http://www.jsap.or.jp/ e-mail : soukai@jsap.or.jp

――――記――――

日 時 ２００６年３月１６日（木）１４：００―１７：００

会 場 東京都千代田区九段南１―６―５ 九段会館 鳳凰の間

議 案

１．２００５年度事業報告書，収支計算書，正味財産増減計算書ならびに貸借対照表案承認に関する件

２．２００６年度事業計画ならびに収支予算書案承認に関する件

３．第４５期役員の選任に関する件

４．第４６期代議員選挙に関する件

５．名誉会員推薦に関する件

報告事項

１．代議員選挙に関する内規変更の件

２．学会運営・社会活動，中長期構想に関わる３委員会の設置の件

３．世界物理年２００５の件

４．新会員サービスシステムを用いた電子化サービスの推進状況

５．支部貢献賞新設の件

６．JJAP の質的向上を目指した施策の件

７．男女共同参画活動の件

８．日本学術会議の件

９．各常置委員会からの報告と計画の件（資料は当日配布）

１０．その他
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（詳細資料は総会当日に配布）
事業報告案の概要
１） 事業の状況
和文機関誌「応用物理」（第７４巻）を１２回刊行
英文機関誌 JSAP Internationalを２回刊行（１１号３，０００部，１２号３，０００部）
英文論文誌 JJAPの刊行 Part l：１８回（内特集６回）．Part２：１２回刊行（各号２，３００部）
JJAP関連
Part l＆２の Online 用データベース化（２００５年１月～１２月）
創刊号までのアーカイブ化が完了，サイトライセンスを実施
Part２Online 版を主出版とし，号付の変更と紙版月１回化への移行開始
春秋に学術講演会を各１回開催
分科会・支部・研究会・新領域グループの行事（３３６回開催）
応用物理学会スクールを２回開催
国際会議を主催および共催，合計１６件開催
リフレッシュ理科教室を各地で開催
公開講演会を開催
日本技術者教育認定制度（JABEE）関連事業の推進
世界物理年２００５の企画の共催（春のイベント，物理チャレンジ），主催（春，夏，秋，冬のイベント，機関誌特集レ
ビュー記事，JJAPにレビュー論文の掲載，支部，分科会による関連イベント）の実施
顕彰制度の整備に向けた検討と支部貢献賞の創設
研究業績の表彰および研究の奨励
学会活動の推進に向けた３委員会（学術・社会連携，将来計画，アドバイザリー），３ワーキンググループ（国際会
議の主催引き受けに関する問題検討，フェロー制度検討，７５周年記念事業検討）の設置
男女共同参画への取り組みと男女共同参画学協会連絡会への参加
IPAP へ英文論文誌の刊行業務を委託
応物資金２１の寄付の募集と，それを資金とした社会啓発活動の拡充
新会員サービスシステムの導入と運用に伴なう規則の制定
学術講演会関連の電子化の継続（予稿集等予約電子化の試行，全講演の PCプロジェクターによるプレゼンテーショ
ンの実施）とホームページの刷新
和文機関誌「応用物理」のweb 公開を試行
国際交流の推進
関連学術団体との連携及び協力

２） 処務の概要
定時総会１回，理事会８回，常任理事会９回，評議員会１回，評議員・代議員合同会議１回ならびにその他の会合を
開催
第４５期役員候補者選挙を実施
第４５期代議員選挙を実施
定款と細則の検討，諸規定の整備

２００５年度決算案の概要
収入の部 （単位：千円）
科目 合計 一般会計 分科会特別

会計
応物資金
２１会計

光・量エレ
賞基金

光・電子集積技
術業績賞基金

内部取引消去

当期収入合計 ８９４，５２４ ７９５，６０８ １３４，９４８ ８７０ ０ １，０４７ ▲３７，９４９
前期繰越収支差額 １９９，８０４ １３５，３７１ ６２，４９２ ３６３ １，５７８ ０
収入合計 １，０９４，３２８ ９３０，９７９ １９７，４４０ １，２３３ １，５７８ １，０４７ ▲３７，９４９
支出の部
科目 合計 一般会計 分科会特別

会計
応物資金
２１会計

光・量エレ
賞基金

光・電子集積技
術業績賞基金

内部取引消去

当期支出合計 ８８５，７７３ ７７５，５９７ １４６，１５７ ９１２ ９ １，０４７ ▲３７，９４９
当期収支差額 ８，７５２ ２０，０１１ ▲１１，２０９ ▲４２ ▲９ ０
次期繰越収支差額 ２０８，５５５ １５５，３８２ ５１，２８３ ３２１ １，５６９ ０

（注記）：一般会計の中に支部会計を包括する

１．一般会計は２０，０１１千円の名目黒字ですが，さらに，予算外特別支出（応用物理学普及活動引当資産１０，０００千円）
が計上されています（半導体エネルギー研究所からの寄付金を複数年度事業に充てるため）．この特別収支項目を除
くと，実質的な収支は３０，０１１千円の黒字であり，当初予算案に記載された収支赤字額４，１５２千円と比べると３４，１６３
千円の大幅な収支改善となっています．黒字が増加した主因として，収入面では，会費収入・付加会費収入・寄付金
収入（半導体エネルギー研究所等）が増加したことなどが挙げられ，一方，支出面では，機関誌出版事業費における
発送通信費減（発送方法の変更）また管理費における給料手当・臨時雇賃金・通信運搬費減，男女共同参画事業費
減，研究支援事業費減，及び国際会議運用貸付金支出の減少（申請件数なし）等が挙げられます．
２．分科会特別会計の収支差額は１１，２０８千円の赤字であり，予算額（１９，７１５千円の赤字）に比べ８，５０７千円の収支改
善となりました．予算との差異を生じた原因として，収入面では，講習会事業収入並びに国際会議受入金戻入が増加
したこと，支出面では，講習会事業費並びに管理費が当初見込みを上回ったことが挙げられます．
３．応物資金２１会計は公益社会事業資金として会員より寄付金を募り，「リフレッシュ理科教室」及び「公開講演会」
の公益社会事業に使用しました．
４．光・電子集積技術業績賞基金については基金から受賞者（１名）に賞金を拠出しました．

資料１ ２００５年度事業報告案ならびに決算の概略（案件―１）
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（詳細資料は総会当日に配布）
事業計画案の概要
１） 事業の計画
和文機関誌「応用物理」（第７５巻）を１２回刊行
英文機関誌 JSAP Internationalを２回刊行（１３号３，０００部，１４号３，０００部）
英文論文誌 JJAPの刊行 Part l：１９回（内特集９回）．Part２：１２回刊行（各号２，３００部）
JJAP関連
Part l＆２の Online 用データベース化（２００６年１月～１２月）
全文データベース化（Supplement）の促進，サイトライセンスの円滑運用
春秋に学術講演会を各１回開催
分科会・支部・研究会・新領域グループの行事（１４０回開催予定）
応用物理学会スクールを４回開催
国際会議を主催および共催，合計１２件開催予定
リフレッシュ理科教室を各地で開催
日本技術者教育認定制度（JABEE）関連事業の推進
研究業績の表彰および研究の奨励
男女共同参画並びに人材育成への取り組みと男女共同参画学協会連絡会への参加
IPAP へ英文論文誌の刊行業務を委託
応物資金２１の寄付の募集と，それを資金とした社会啓発活動の拡充
新会員サービスシステムの円滑運用
学術講演会関連の電子化の継続（予稿集等予約電子化の実施，予稿集の電子媒体化の検討，全講演の PCプロジェク
ターによるプレゼンテーションの実施）
和文機関誌「応用物理」のweb 公開の継続と創刊号までの全アーカイブ化の実施
ホームページの改定
国際交流の推進
関連学術団体との連携及び協力
７５周年記念事業の検討
学会の財務全般，事務局の運営全般の総合的検討と改善策立案，将来計画の立案
学術と社会の連携を図るための国内外関係団体との連携活動の検討
フェロー制度の検討
国際会議の主催引き受けに関する問題の検討

２） 処務の予定
定時総会１回，理事会８回，常任理事会９回，評議員会１回，評議員・代議員合同会議１回ならびにその他の会合を
開催
第４６期役員候補者選挙を実施
第４６期代議員選挙を実施
定款と細則の検討，諸規定の整備

２００６年度予算案の概要
収入の部 （単位：千円）
科目 合計 一般会計 分科会特別

会計
応物資金
２１会計

光・量エレ
賞基金

光・電子集積
業績賞基金

内部取引消去

当期収入合計 ８５７，４９５ ７５２，４４０ １３９，９８１ ６００ ０ ２，０６１ ▲３７，５８７
前期繰越収支差額 ２０３，６１０ １５２，６５４ ４９，４０６ ０ １，５５０ ０
収入合計 １，０６１，１０５ ９０５，０９４ １８９，３８７ ６００ １，５５０ ２，０６１ ▲３７，５８７

支出の部
科目 合計 一般会計 分科会特別

会計
応物資金
２１会計

光・量エレ
賞基金

光・電子集積
業績賞基金

内部取引消去

当期支出合計 ８５３，５７７ ７４７，２０２ １４１，２０４ ６００ ９７ ２，０６１ ▲３７，５８７
当期収支差額 ３，９１８ ５，２３８ ▲１，２２３ ０ ▲９７ ０ ０
次期繰越収支差額 ２０７，５２８ １５７，８９２ ４８，１８３ ０ １，４５３ ０ ０

（注記）：一般会計の中に支部会計を包括する．

１．２００６年度予算案における前期繰越収支差額は予算編成時（２００５年１０月）での見込額であり，２００５年度決算案に
おける次期繰越収支差額とは差異が生じます．
一般会計において収入面では，講演会事業・機関誌出版事業及びその他事業収入は前年度実績並みを想定しました．
なお，英文論文誌出版事業収入においては賛助会員付加会費制度廃止に伴い前年度予算比６，０００千円強の減少となっ
ております．また，世界物理年事業は２００６年度は非開催のため前年度予算比９，９００千円の減少，目的事業使用のた
め特定引当預金取崩収入は１４，０００千円強が増加します．この結果当期収入合計は７５２，４４０千円（前年度予算比２，６５０
千円減）となります．一方，支出面では，経常的事業においては，実施計画が明確な事業に重点化して予算を配分
し，支出の抑制を図りました．なお，単年度特別予算として，（１）応用物理アーカイブ化支出２０，０８３千円，（２）
ホームページデザイン更新費３，０００千円，（３）退職金等，を予算計上しています．
以上の結果，当期支出合計は７４７，２０２千円となり，２００５年度予算に対し１２，０００千円程度の減少，当期収支差額で
は５，２３８千円の黒字となります．なお当初予算には盛り込まれていない緊急の出費にも対応できるよう，予算の執
行に当たっては，可能な限りの節約を図ると共に，引き続き会費回収率の改善に努力します．

２．分科会特別会計においては，当期収支差額が１，２２３千円の赤字となりますが，その中に特定引当預金積立支出（国
際会議引当預金支出）７００千円が含まれております．積立分を除くと５２３千円の赤字となっています．各分科会とも
今後も各種事業費の経費削減に努める予定です．

３．応物資金２１会計においては，会員の方から募った寄付金収入を財源とし，「リフレシュ理科教室」・「親のための理
科教室事業」等の公益社会事業に使用するための予算計上をしています．

４．光・電子集積技術業績賞基金については基金から受賞者（１名）に賞金を拠出予定です．

資料２ ２００６年度事業計画ならびに収支予算書案承認に関する件（案件―２）
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